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概　要

学⽣卒業設計制作NCF空間ディスプレイアワード受賞作品
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Ⅲ. エンターテインメント・ディスプレイデザイン

トウヨウダイガク　ライフデザインガクブ　ニンゲンカンキョウデザインガッカ

東洋⼤学　ライフデザイン学部　⼈間環境デザイン学科

稲葉　渉

有楽町アンダーグラウンド　-地上と地下を縫合する⽂化発信拠点-

2023年

櫻井　義夫 東洋⼤学⼤学院ライフデザイン学研究科⼈間環境デザイン専攻
東洋⼤学客員教授
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- 地上と地下を縫合する文化発信拠点 -



公益財団法人乃村文化財団

別　紙

制作者名

作品名

【コンセプト解説】

有楽町アンダーグラウンド　-地上と地下を縫合する⽂化発信拠点-

稲葉　渉

地下：物理的に閉鎖的な空間
美術館：システムとして閉鎖的

Լͱܳज़ɺดͨ྆͡ऀɹ背景

文化活動は効率主義的に作られた空間にも
入り込む余地があり、空間の価値を高める

効果がある

จԽ͕Լʹਁಁ͢Δ

03
地上と接続しながら文化施設を挿入することで、地下
のある街に根ざした文化活動を許容する場として解放

্ͱԼͷ๓߹提案

04
若手アーティストや学生団体を対象に、アーティスト
支援とその先の文化振興を支える制作・展示の場

アーティスト支援としての舞台　事業

02
事例

有楽町アンダーグラウンド - 地上と地下を縫合する文化発信拠点 - 05
この計画で目指すもの

地下という従来無味乾燥とした空間に文化
が浸透することによる、ハードとソフト両
面での場づくり

ブラックボックス化しやすい文化施設と、
地下空間が組み合わさることでできる施設
の都市性
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数寄屋橋交差点

マーケット 活動ゾーニング
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浅い
開く

深い
閉じる

3 つの「対峙」と「反転」 01 機能の反転

02 素材の対峙

03 空間の対峙

制作

展示

既存柱

コア
既存梁
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短手断面図

スタジオ

スタジオ

スタジオ

スタジオ

スタジオ

スタジオ

事務

ホール

通路と干渉する梁は除去

丸ノ内線

地面と干渉し梁の一部が
埋まっている

地下へと下る
北側エントランス

換気口

オープン
スタジオ

基本的に既存躯体は残す

日比谷方面からの動線
西側エントランス

数寄屋橋交差点からの動線

南側エントランス

螺旋階段

1F平面図 

地下へ
館内へ
上階へ

日比谷線

皇居 東京駅

国際フォーラム

有楽町駅

首都高KK線

大手町駅
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